
1. 1. は じ め には じ め に

　　　　　ミース　　　　　ミース・・ファンファン・・デルデル・・ローエのクラウンローエのクラウン・・ホールにおけるホールにおける

　　　　　　  　　　　　　　　　　　　幾何学構成　　　　　　　　　　　　幾何学構成

28152815　桑原　大樹　桑原　大樹

　本論は、　本論は、ミースの建築作品クラウンミースの建築作品クラウン・・ホールにおいて、ホールにおいて、黄黄

金比の研究で知られる佐野潤一氏のいう金比の研究で知られる佐野潤一氏のいう“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”

と、と、ミースの作品分析において初めてミースの作品分析において初めて““Dynamic SymmetryDynamic Symmetry””

理論を用いた加治大輔氏、理論を用いた加治大輔氏、近江隆氏、近江隆氏、石坂公一氏の手法を石坂公一氏の手法を

参考にすることで判明した幾何学的特性を報告するもので参考にすることで判明した幾何学的特性を報告するもので

ある。ある。

指導教員　高宮　眞介　教授指導教員　高宮　眞介　教授

　　　　　佐藤　慎也　助手　　　　　佐藤　慎也　助手

2-2. 2-2. ダ イナミックシンメトリー理論ダイナミックシンメトリー理論

　ダイナミックシンメトリー理論とは、　ダイナミックシンメトリー理論とは、19201920年代にエール年代にエール

大学の大学のHambidgeHambidge教授によって発表されたデザイン分析理論教授によって発表されたデザイン分析理論

であり、であり、建築作品や美術作品の分析は勿論のこと、建築作品や美術作品の分析は勿論のこと、写真撮写真撮

影の際に被写体の構図の基本としてもよく知られている。影の際に被写体の構図の基本としてもよく知られている。

又、又、加治氏、加治氏、近江氏、近江氏、石坂氏の三人により、石坂氏の三人により、ファンズワーファンズワー

ス邸の平面においてス邸の平面において““Dynamic SymmetryDynamic Symmetry””による分析が報による分析が報

告されている。告されている。

2 - 1 .  2 - 1 .  ダ ブルスクエアダブルスクエア

　佐野氏のいう　佐野氏のいう“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”とは、とは、Fig.1Fig.1のようにのように

正方形を二つ並べ、正方形を二つ並べ、長辺と短辺の比が長辺と短辺の比が22：：11となるような矩となるような矩

形を意味する。形を意味する。

　ミースは　ミースはIITIITキャンパス内、キャンパス内、金属研究棟金属研究棟（（1942-431942-43））におにお

いて、いて、柱スパンと階高の比が柱スパンと階高の比が22：：11となるとなる“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”

のプロポーションを設計している。のプロポーションを設計している。又、又、佐野氏の研究によ佐野氏の研究によ

り、り、レイクショアレイクショア・・ドライブドライブ・・アパートメントのプロポーアパートメントのプロポー

ションにもションにも“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”が用いられていることが報が用いられていることが報

告されている。告されている。

3-1. 3-1. プ ロポーション、プロポーション、柱スパン、柱スパン、床グリッドに見られる床グリッドに見られる

“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”
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Fig.1Fig.1　ダブルスクエア　ダブルスクエア

3 .  3 .  ク ラ ウンクラウン・・ホ ー ル の 分 析ホ ー ル の 分 析

　クラウン　クラウン・・ホールはイリノイ工科大学ホールはイリノイ工科大学（（IITIIT））建築学部、建築学部、

都市計画学部、都市計画学部、デザイン研究所のために設計された建築でデザイン研究所のために設計された建築で

ある。ある。地下室に採光をとるため地下室に採光をとるため1FL1FLはは1.81.8ｍ持ち上げられ、ｍ持ち上げられ、

建物の正面は階段とテラスで構成されており、建物の正面は階段とテラスで構成されており、内部中央の内部中央の

展示ホールへと導いている。展示ホールへと導いている。ホールの裏側には教授控室がホールの裏側には教授控室が

配置され、配置され、その奥には事務室がある。その奥には事務室がある。天井まで伸びる壁は天井まで伸びる壁は

二つのサービス二つのサービス・・ダクトだけでそれ以外はフリースタンダクトだけでそれ以外はフリースタン

ディングウォールディングウォール（可変可動壁）（可変可動壁）で仕切られている。で仕切られている。

　本論ではクラウン　本論ではクラウン・・ホールについて、ホールについて、前半ではそのプロ前半ではそのプロ

ポーション、ポーション、柱スパン、柱スパン、床グリッドの関係について説明し、床グリッドの関係について説明し、

後半では、後半では、ダイナミックシンメトリー理論を用いて平面作ダイナミックシンメトリー理論を用いて平面作

図を試み、図を試み、黄金矩形とフリースタンディングウォールの関黄金矩形とフリースタンディングウォールの関

係について説明する。係について説明する。

　クラウン　クラウン・・ホールのプロポーションにおいて、ホールのプロポーションにおいて、Fig.2Fig.2のよのよ

うにうに“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”を作図することができる。を作図することができる。当時の当時の

プロモントリープロモントリー・・アパートメントの初期案、アパートメントの初期案、レイクショアレイクショア・・

ドライブドライブ・・アパートメント、アパートメント、IITIITキャンパス内の他の建築にキャンパス内の他の建築に

おいてもおいても2:12:1のプロポーションが用いられていることから、のプロポーションが用いられていることから、

このクラウンこのクラウン・・ホールにおいてもホールにおいても2:12:1 の比が採用されたとの比が採用されたと

考える方が自然である。考える方が自然である。

　次に柱スパンと床グリッドについてだが、　次に柱スパンと床グリッドについてだが、これまではプこれまではプ

ロポーションにのみ現れていたロポーションにのみ現れていた“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”が、が、

Fig.3Fig.3のように四本の柱で囲まれた矩形と床に描かれたグのように四本の柱で囲まれた矩形と床に描かれたグ

リッドにまで見ることができる。リッドにまで見ることができる。このことは、このことは、クラウンクラウン・・

ホールのような大空間におけるグリッドの決定においてホールのような大空間におけるグリッドの決定において

“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”が採用された可能性を高める結果となっが採用された可能性を高める結果となっ

ている。ている。

2. 2. 分 析 方 法分 析 方 法

Fig.2Fig.2　プロポーションのダブルスクエア　プロポーションのダブルスクエア



4.4.　結語　結語

　以上のことから次の二点が明らかになった。　以上のことから次の二点が明らかになった。一点は、一点は、クク

ラウンラウン・・ホールのファサードと平面構成における各グリッホールのファサードと平面構成における各グリッ

ドのプロポーションに、ドのプロポーションに、“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”が用いられていが用いられてい

ることである。ることである。二点目は、二点目は、平面構成が平面構成が““Dynamic SymmetryDynamic Symmetry””

理論を用いて作図することができる幾何学特性を有するこ理論を用いて作図することができる幾何学特性を有するこ

とである。とである。

　このプロポーションにおける　このプロポーションにおける“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”は、は、ミーミー

スの他の建築作品にも見られる幾何学特性であるため、スの他の建築作品にも見られる幾何学特性であるため、

ミースが建築を設計する際にはミースが建築を設計する際には“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”を意識を意識

し、し、そのプロポーションを決定づける大きな要因となってそのプロポーションを決定づける大きな要因となって

いたことがうかがえる。いたことがうかがえる。このクラウンこのクラウン・・ホールの完成間近ホールの完成間近

にミースはにミースは「これが我々の考えを最もよく表現するこれま「これが我々の考えを最もよく表現するこれま

でで最も明確な構造体だ」でで最も明確な構造体だ」と語っていることからすると、と語っていることからすると、

このこの“ダブルスクエア”“ダブルスクエア”こそがこそが「構造的建築物を追求」「構造的建築物を追求」しし

たミースにとって、たミースにとって、最も重要なプロポーションだったのか最も重要なプロポーションだったのか

もしれない。もしれない。また、また、ダイナミックシンメトリーは安定性をダイナミックシンメトリーは安定性を

創り出す構図であり、創り出す構図であり、勉学を行なうクラウン勉学を行なうクラウン・・ホールの大ホールの大

空間においてはまさに合致した平面構成を演出している。空間においてはまさに合致した平面構成を演出している。

このことはは偶然の一致かもしれないが、このことはは偶然の一致かもしれないが、それこそが巨匠それこそが巨匠

の巨匠たる所以ではないだろうか。の巨匠たる所以ではないだろうか。
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F i g . 3F i g . 3　クラウン　クラウン・・ホール平面図のホール平面図の

　　　　ダブルスクエア　　　　ダブルスクエア

3-2. 3-2. ダイナミックシンメトリー理論によるフリースタンダイナミックシンメトリー理論によるフリースタン

ディングウォールの配置ディングウォールの配置

F i g . 4F i g . 4　クラウン　クラウン・・ホール平面図ホール平面図
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　　Fig.4Fig.4 は、は、クラウンクラウン・・ホール平面図を極めて近似的にトホール平面図を極めて近似的にト

レースしたものであり、レースしたものであり、八本の柱によって囲まれた平面空八本の柱によって囲まれた平面空

間は、間は、正方形を六つ並べたプロポーションに極めて近い。正方形を六つ並べたプロポーションに極めて近い。

また、また、正面入口においても、正面入口においても、その外形プロポーションに正その外形プロポーションに正

方形分割の図を発見したため、方形分割の図を発見したため、この分割方法がミースのクこの分割方法がミースのク

ラウンラウン・・ホールを説明しうるものと仮定して作図を試みた。ホールを説明しうるものと仮定して作図を試みた。

　　Fig.5Fig.5をもとに、をもとに、八本の柱で囲まれた平面空間を、八本の柱で囲まれた平面空間を、11辺辺1818

ｍの正方形で分割し、ｍの正方形で分割し、正方形正方形ABGHABGH、、BCFGBCFG、、CDEFCDEF、、EFKLEFKL、、FGJKFGJK、、

GHIJGHIJ、、JKMNJKMNとし、とし、それらにダイナミックシンメトリー理論それらにダイナミックシンメトリー理論

を適用し分析する。を適用し分析する。

　その結果、　その結果、Fig.6Fig.6のような、のような、クラウンクラウン・・ホールの平面図にホールの平面図に

ほぼ一致する図形が得られた。ほぼ一致する図形が得られた。加治氏、加治氏、近江氏、近江氏、石坂氏に石坂氏に

よるファンズワース邸の分析と同様に、よるファンズワース邸の分析と同様に、ミースがこの手法ミースがこの手法

を用いて設計したか否かは定かではないが、を用いて設計したか否かは定かではないが、ダイナミックダイナミック

シンメトリーによりその平面が作図できることは示された。シンメトリーによりその平面が作図できることは示された。
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Fig.5Fig.5　作図結果　作図結果
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